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1. はじめに 

筆者らは、建物エネルギー消費原単位と建物の

用途別延床面積を基にした建物データベース化

を行い、地理情報システムを用いて地域エネルギ

ー消費特性の評価を行う研究を行ってきた。１） 

本報告ではこの手法を基に、仙台市秋保地区を

対象とした建物から排出される下水流量の推定

と GIS データベース化を行うとともに、対象地区

の下水流量推定に関しての研究結果を述べるも

のである。 

 

2. 仙台市秋保地区の概要 

図‐ 1 及び図‐ 2 に調査対象地区を示す。対

象地区は仙台市西部に位置する人口約２千人余

り温泉地であるが、小規模ながら同地区の下水等

を処理する浄化センターが設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1 調査対象地区（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

図- 2 調査対象地区（その 2） 
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写真‐ 1 に浄化センターの全景を、図‐ 3 に

浄化センターの平面図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 1 浄化センターの全景 

 

 

 

 

 

 

 

図- 3 浄化センターの平面図 

表‐ 1 に下水処理区の概要を示す。対象地区の

面積は 95ha、処理区域の世帯数は約 1000 世帯と

なっている。また、この地区の下水処理ルートは

図‐ 4 に示すように右岸分区と左岸分区に分か

れており、地区の南東に浄化センターが設置され

ている。なお、図‐ 4では GIS マップを基に東西

750ｍ、南北 500ｍの各エリアに分割している。 

表‐ 2 には同浄化センターの概要を示す。下水

処理方法は、オキシデーションディッチ方式を用

いており、ばっ気槽１ｍ以下の浅い水路を巡回す

る形状（図‐ 3 浄化センターの平面図参照）で、

少ない動力でのばっ気が可能であり、窒素の除去

率が高く管理が容易である反面、長時間のばっ気

時間が必要とされる。小規模施設などで利用され

ている方式である。図‐ 5 には平成 11年から 21

年までの年間処理水量を示す。80～90 万㎥／年で

推移している状況であった。 

表- 1 下水処理区の概要 a) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 4 秋保下水処理区の下水道分区 2) 

表- 2 秋保温泉浄化センターの概要 a)、2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 5 秋保温泉浄化センターの処理水量 a) 

3. 建物目視調査の概要 

 表‐ 3には GIS 建物データの一部を示す。基盤

となる建物輪郭データは、株式会社ゼンリンの住

宅地図データベース「Zmap-TownⅡ」を用いた。 

項　　目 概要（平成22年4月1日現在）

対象地区面積 ９５．１ha

処理区域の人口 ２，１５５人

処理区域の世帯数 １，０７６世帯

左岸幹線：１，８６３ｍ

右岸幹線：２，０２１ｍ

下水ルート（現況） 幹線：３，１１０ｍ

注）右岸幹線は右岸第２幹線も含む

下水ルート（計画）

処理場名

管理者

放流先

処理開始年月

処理方法

6,000

年間（㎥/年） 847,097

日平均（㎥/日） 2,321

日最大（㎥/日） 3,157

オキシデーションディッチ方式

処理能力（㎥/日最大）

処理水量
（H21年度）
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GIS 建物データでは建物用途、階数等に不明ま

たは不正確な箇所があるため、全ての建物に関し

て目視調査を行った。この調査結果を基に建築面

積×階数から延床面積を求め建物データベース

化を行った。 

表- 3 GIS 建物データベースの一覧(一部) 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 調査結果 

4.1 建物用途別件数 

 図‐ 6 に対象地区におけるエリア別の建物件

数を、図- 7 には建物用途別件数の集計結果を示

す。エリア別の建物件数において、建物件数が比

較的多いのは C－4の 214 件、C－3の 148 件及び

E－5の 111 件などであった。また、建物件数が少

ないのは E－6の 4件、B－5の 5件及び F－5の 7

件などであった。一方、建物用途別の件数では、

戸建住宅が595件と最も多く全体の6割を占めて

いた。また、戸建住宅以外で比較的多い建物用途

は、事務所の 107 件、集合住宅の 76 件などであ

った。なお、ホテルや旅館に関しては 47 件あっ

た。 

4.2 上水道原単位による下水流量の推定 

 一般に、上水の使用目的別の割合では、炊事

用・入浴用・洗濯用及び水洗トイレ等がほとんど

を占めており、飲料用の使用割合は小さい。よっ

て、上水の多くは排水として排出される。このこ

とから、年間下水流量の推定を行う方法として、

建物用途別の上水道原単位に建物用途別の延床 

面積を乗じた値を用いることとした。集計結果を

表‐ 4 に結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 6 エリア別建物件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 7 建物用途別件数 

総年間排水量は約 246 万〔㎥/年）〕となり、前

述図‐ 5 で示した平成 21 年度の処理水量実績値

の約 85 万〔㎥/年〕と比較して 3倍近い結果とな

った。この原因として、以下のことが挙げられる。 

①ホテル・旅館などは低層階と上層階など各階の

延床面積が違う場合が多い。しかし、ここでは

延床面積の推定に建築面積×階数を用いたこ

とにより値が大きくなった。 

②大型住宅（延床面積 175 ㎡以上など）では、実

際の世帯人数が少なくても年間排水量の推定

値が大きくなってしまった。 
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表- 4 下水処理区の建物用途別データｂ） 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 下水流量推定の修正 

 前述 4.2 の結果を踏まえ、年間下水流量の推定

には建物用途毎に算出方法を決定した。修正方法

を以下に示す。 

① 住宅は一般家庭の年間平均処理水量と対象

下水処理区域の人数を基に算出した。 

② ホテル・旅館等については、低層階と上層

階など各階の延床面積が違うため、それら

を考慮した延床面積を求めた。 

③ 非住宅建物は、延床面積と建物用途別の年

間上水原単位から下水流量を推定した。 

 表‐5 に修正した建物用途別の年間下水流量の

推定結果を示す。排水流量が最も大きいのは旅館

の約 56 万㎥/年。対象地区の総年間排水量は約 88

万〔㎥/年）〕となり、前述の平成 21 年度の処理

水量実績値である約 85万〔㎥/年〕に近似する結

果となった。 

表- 5 下水処理区の建物用途別データ（修正版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4 年間下水流量マップの作成 

 前述 4.3 で得られた修正結果から、対象地区の

年間排水量推定値をエリア別に集計したものを

データベースとして地理情報システムを用いて

年間下水流量マップを作成した。図７に結果を示

す。年間排水量が多いエリアは C-3、C-4 及び D-5

などであった。 

 

 

 

 

 

 

 

図- 8 下水処理区のエリア別年間排水量マップ 

5. おわりに 

 本調査研究は、ＧＩＳ建物データベースによる

手法を検証するために、比較的小規模な下水処理

地区を対象に、建物から排出される下水流量の推

定を行った。建物用途を考慮した推定方法を取り

入れたことにより、推定値は実績値に近い値とな

った。今後は、対象地域のエリア別人口分布を再

調査して検証を継続するとともに、本手法を用い

て、他地域への可能性を探る予定である。 
 

注 ａ）表‐1、表‐2、図‐ 4、図‐ 5は仙台市 

建設局営業部経営企画課より提供された

データを基に作成したものである。 

ｂ）表‐ 4 の年間上水道原単位は社団法人日

本サステナブル・ビルディング・コンソ

ーシアム非住宅建築物環境関連データベ

ース検討委員会より提供されたデータを

基に作成したものである。 
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建設部 

戸建住宅 595 226 134,395 4.57 614,234
集合住宅 76 505 38,367 4.57 175,354
事務所 107 170 18,175 0.72 13,056
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(㎡)

総延床面積
(㎡)

年間上水消費

原単位（m3/㎡)

年間排水量

(m3/年)
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スーパーマーケットなど 37 261 9,655 2.34 22,549
展示施設 21 262 5,501 0.65 3,571
合計 873 570 475,440 2,155 878,985
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